
資料１—２

これまでの町の計画と本委員会の位置づけの整理
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  H19年度　　　　　　　　　　　　　　　　　H28年度	

南三陸町総合計画	
  

2007～2016	


将来像	


「自然・ひと・なりわいが紡ぐ	
  
　安らぎと賑わいのあるまち・	
  
　南三陸町」	


  H23年度　　　　　　　　　　　　　　　　　H32年度	

南三陸町震災復興計画	
  
絆～未来への懸け橋～	


基本理念	


『「自然・ひと・なりわいが紡ぐ	
  
　安らぎと賑わいのあるまち」	
  
　への創造的復興』	


  H28年度　　　　　　　　　　　　　　　　　H37年度	

南三陸町第二次総合計画	
  

2016～2025	


将来像	

「森里海ひと	
  
　いのちめぐるまち　南三陸」	


  H26年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H36年度	

南三陸町バイオマス都市構想	
  

2014～2024	


将来像	


人々が誇りをもって働き、笑顔で住み続けられるまち	


新たな産業による雇用創出　安心・安全な生活基盤	


生ごみ・し尿等を利活用する「バイオガス事業」	
  
林地残材など未利用木質資源を利活用する「木質ペレット事業」	


  H27年度　　H31年度	


南三陸町総合戦略	
  
2015～2019	


基本	
  
目標	


 H28年度　　H32年度	


地域再生計画	
  
2016～2020	


目標	


・地域産品の高付加価値化による1次	
  
　産業総生産額の回復	
  
・まちの魅力の底上げによる交流人口	
  
　増と賑わい創出	


1．私たちは地域の仕事（ちから）を輝かせます	
  
2．私たちはともに未来を拓く人々が集う家（まち）をつくります	
  
3．私たちは、豊かな自然のなかでともに支え合い世代（いのち）を	
  
　　つなぎます　　　　　　　　　　	
  
　+　各目標に共通する取り組み「南三陸らしさを実現」	


復興計画の	
  
総仕上げ	


復興計画に	
  
基づく施策の	
  

具体化・	
  
産業化	


人口減少に	
  
対応した	
  
取り組み	


総合戦略内の	
  
「南三陸ブランド	
  

を輝かせる」施策を	
  
推進する	


復興事業を	
  
優先して	
  

実施	


中長期的な	
  
まちの	
  

将来像の	
  
実現	


基本理念：	
  
・自然との共生	
  
・自治意識の高揚	
  
・ブランド化の推進	


復興目標：	
  
１．安心して暮らし続けられるまち	
  
　　づくり	
  
２．自然と共生するまちづくり	
  
３．なりわいと賑わいのまちづくり	


まちづくりの視点：	
  
・地域文化の学習	
  
 （伝承・防災・循環）	
  
・多様なコミュニティ	
  
	
  	
  の再構築	
  
　（つながり・人づくり）	
  
・交流・定住人口の	
  
	
  	
  増加	
  
　（感謝・おもてなし・	
  
	
  	
  	
  	
  	
  ふるさと意識）	
  
・産業のブランド化	
  
	
  	
  （仕事・雇用・連携）	


構想：	
  
・災害に強いまちづくり	
  
・バイオガス施設整備	
  
・リサイクルの推進	
  
・木質バイオマスのエネルギー利用	


各基本目標に共通する	
  
取り組み：	
  
施策4-­‐2	
  
南三陸ブランドを輝かせる	
  
（地域シンクタンクの創設）	



